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Book Review

『温泉学入門　有馬からのアプローチ』

（関西学院大学出版会）

日本人は、古くから温泉に親しんできま
した。現存する文献では、奈良時代に編さ
んされた各地の『風土記』の中に、温泉に
ついての記述を見ることができます。戦国
時代には武将たちが温泉で傷を癒し、江戸
時代に入ると湯治が庶民の間に普及しまし
た。最近でも、東京の中心地大手町で温
泉が湧いたことが話題になるなど、「温泉」
の人気は続いています。
そんな温泉についての学問「温泉学」と

はいったいどういったものでしょうか。著者
の古川顕氏は、金融・経済を専門とする研
究者でありながら、「温泉のプロ」を自認す
る大の温泉好き。現在、神戸市北区に在
住ということで、有馬を軸に「温泉」をさま
ざまな観点から論じています。
温泉の定義、温泉の伝説、有馬の湯女の
歴史等々とともに、第４章では温泉日本一を
めぐる有馬と城崎の攻防が紹介されています。

江戸時代の医師
後藤昆山は、温泉
療法の創始者とさ
れる人物で、彼が
実験場として選んだのが城崎でした。昆山は
著書を残さず、弟子である香川修庵がまとめ
たものが『一本堂薬選』として伝わっていま
す。その続編で修庵が、城崎を日本一の温
泉に推挙、このことが契機となって城崎の人
気が上がり、有馬の名声に陰りが見えるよう
になりました。しかし、有馬の旅館の主人た
ちが、これに対抗して大阪の医師柘植龍洲に
働きかけ、有馬を推薦する『温泉論』を執筆
してもらって巻き返しを図ります。やがて、
有馬は元の評判を取り戻したということです。
こういった薀蓄のみならず、経済学者と

しての温泉サービスへの提言も盛り込ま
れ、肩肘張らずに楽しめる一冊です。温泉
旅行のお供にいかがでしょうか。
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くすりと健康
漢
方
の
治
療
法
で
は
お
お
ま
か
に
、

「
補
」と「
瀉
」と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

「
補
」は
ま
ず
病
人
の
体
力
・
気
力
を
補

い
助
け
る
方
法
で
す
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瀉
」は
病
気
を
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こ
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て
い
る〝
病
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・
病
毒
〞を
体
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外
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追
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方
法
で
す
。
追
い
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す
。
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。

さ
て
、
今
回
の
お
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の
お
通
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・
便
秘
と

い
う
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メ
ー
ジ
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ら
お
わ
か
り
だ
と
思
い
ま

す
が
、
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瀉
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下
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尿
と
し
て
出
す
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尿
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し
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出
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排
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い
う
こ
と
で
す
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漢
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的
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瀉
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も
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メ
ー
ジ
で
、
病
の
も
と
を
攻
撃
す
る
と

か
病
を
攻
め
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い
う
捉
え
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で
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い
ろ

ん
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処
方
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方
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思
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小
さ
い
子
ど
も
は
平
気
で〝
う
ん
ち
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話
で
盛
り
あ
が
り
ワ
イ
ワ
イ
話
し
て
い
ま
す

ね
。
不
思
議
な
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
す
。
大

人
は
そ
う
は
い
か
な
い
で
す
。
い
ろ
ん
な
意

味
で
非
常
に
リ
ア
ル
に
捉
え
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
は
体
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
だ
と

理
解
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

う
ま
く
出
な
け
れ
ば
日
常
生
活
に
問
題

を
提
供
し
か
ね
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

悩
み
の
無
い
方
に
は
、
ま
っ
た
く
関
心
な
し

と
い
う
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解
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い
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で
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ょ
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。

さ
て
お
通
じ
の
漢
方
薬
で
す
が
、
そ
ん
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種
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あ
り
ま
せ
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。

生
薬
と
し
て
は
、
皆
さ
ま
が
よ
く
ご
存

じ
の
大
黄
・
芒
硝
・
番
瀉
葉（
セ
ン
ナ
）・
芦

薈（
ア
ロ
エ
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麻
子
仁
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

大
黄
と
セ
ン
ナ
は
便
秘
薬
に
は
必
須
で
、

芒
硝
は
カ
マ
グ（
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
）に

近
い
も
の
で
す
。
セ
ン
ナ
が
関
係
す
る
臓

器
は
大
腸
が
主
で
す
が
、
大
黄
は
脾
・
胃
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大
腸
・
肝
・
心
包（
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門
用
語
で
す
が
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帰
経
し
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用
は
便
秘
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。

瘀
血
を
去
り
、
腸
間
の
余
計
な
水
を
去
り
、

二
便（
小
便
と
大
便
）に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
老
人
や
体
が
虚
証
で
痩
せ
て

い
て
胃
腸
が
弱
く
栄
養
を
十
分
に
吸
収
で

き
な
い
よ
う
な
タ
イ
プ
に
は
、
大
黄
は
慎

重
に
用
い
る
ほ
う
が
安
全
で
す
。
麻
子
仁

が
入
っ
た
麻
子
仁
丸（
処
方
名
）に
も
大
黄

が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
六
品
の
生
薬
が
バ
ラ

ン
ス
を
取
っ
て
い
る
た
め
、
老
人
な
ど
に
も

使
え
ま
す
。

便
秘
は「
瀉
す
」だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

体
の
弱
い
人
に
は
む
し
ろ「
補
う
」が
大
事

に
な
っ
て
き
ま
す
。
胃
腸
を
整
え
栄
養
を
十

分
に
吸
収
し
酸
素
も
し
っ
か
り
運
ん
で
く
れ

る
、
元
気
な
血
が
全
身
を
巡
る
方
が
便
秘

に
は
早
道
で
す
。

ま
た
、
老
人
で
い
か
に
も
全
身
の
水
分

が
不
足
し
て
カ
サ
カ
サ
と
し
た
便
秘
の
と

き
に
は
、「
増
液
湯
」と
い
う
よ
う
な
漢
方

処
方
も
あ
り
ま
す
。

自
分
の
生
活
に
合
っ
た
養
生
法
を
人
任

せ
に
し
な
い
で
自
分
で
考
え
、
睡
眠
・
運

動
・
そ
し
て
大
事
な
食
事
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
！

（
東
灘
区
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嶋
）
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